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１ どうなった？答弁のその後 

 

年間４回の議会定例会で、これまで様々な一般質問を行い、それに対し町からは前向きな答弁があ

った。 

一般質問にあたり、私はできるだけ多くの町民の意見や要望を聴き、また自治会活動や地域の協働

などに関しては、自治会役員の方々との意見交換を行うなど、より住みやすい未来の開成町を目指し、

町民の日常生活の向上につながる取組みを心掛けてきた。 

 それらの質問に対し、町の答弁内容は、すぐに対応できるもの、検討を要すもの、調査研究の必要

があるものなど様々であり、すぐに実施され、日常生活における利便性や町民福祉の向上が図られた

事案がある一方で、いまだ実施されたという実感に至らない場合もある。 

そこで町議会議員の任期終盤を迎えるにあたり、自治会などの地域活動や町民の日常生活に関りの

深い内容について、町からの答弁がその後現在までに、どのように検討し取り組まれてきたのか、進

捗状況について問う。 

 

１ 地域の特徴を考慮した自治会活動の支援は。 

２ 農業従事者の高齢者化が進む中、堰の管理など地域活動に対する町の支援は。 

３ 新庁舎の維持管理や、施設の利活用など運用は。 

 

 


